












松 本 千 巻
は じめ に
只今,セ ッ ト式 ・教育 用色紙 を検討 す る作業 を してい るところで,昭 和53年
か ら手 がけてい るが,ま だ終 結 には至 らない。
色紙 を美術 的教育 の場 の有用 品 と認 め,教 あ るセ ッ トのセ ッ ト別特性 を利用
者立場 において確 認す るのが ね らいで ある。 その1パ ー トとして,セ ッ トに付
され てい る色紙色 名 の調査 を した。 ここでは,全 般的作 業のね らい をふ まえな
が ら も,新 た に 〈色名使 用の実態把握 〉 とい う部 分 目標 が加 わった。
表題 はその延 長線上 にの る もので,本 稿独 自の調査 目標 があるわけで はない。
が,と くに,青 系統色 ・名 を焦 点 として報告 す る。
複雑 な色名世 界 に困 惑 さえ感 じる今 日で ある。 〈青系統色 を伝達 す るコ トバ
と しての ◆色 名 ◆再 考の一材料〉 とな るな ら幸 いであ る。
1.色 紙 の 色 名 表 示 に つ い て(色 名 調 査 概 要)
1.調 査対象 及び対象 品の分類
色紙 セ ッ トの全般 的事柄 を検討 す る際 には,昭 和53年度以降既販 の教育 用色
紙21種(標 準色色紙 を含 む)を その対 象 とす る。 が,こ の調査 では21種中,
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固有色 名の表示 あ るもの14種を調べ た。
表 ・1
























名 称(S.53～ 大 きさ 色数
ト ー ナ ル
(角型)16
カ ラ ー ワ ー ク
(角型20)
15x15
色 研 ワ ー ク
(角型)
ト ー ナ ル
(24)
カ ラ ー ワ ー ク
(基本色 組)






色 研 ワ ー ク
(中間色組)
カ ラ ー ワ ー ク
(中間 色組)
標 準 色 紙
(JIS)
標 準 色 紙
(PCCS)
B8
ト ー ナ ル
48
中
カ ラ ー ワ ー ク
(TONE50)
色 研 ワ ー ク
(50色組)
JIS標 準 色 紙
(54)
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カ ラ ー ワ ー ク
(トー ン66)




配色 カー ド98b 12x17.5






色 組 特 徴
基本的色(幼少用)






























































調査実施 の便 宜上,対 象 品 を4類 の規準 によって分類す るこ とか らは じめ,
表 ・1の よ うな資料便 覧 とした。 そ して,色 名表示 の ない ものは,こ の調査 対
象 か らはずれて い く。「標準色紙」 と明示 の3種 は、他 のセ ッ トとは異 質 の 目的
の もの一 と判 断 し,色 名表示 の有無 にか かわ らず,参 考品扱 い と した。21種
分の命名 のア ウ トライ ンを表 ・2に まとめた が,結 局,総 色枚数1031(1セッ
ト内での重複色 を除 く)の61%に あた る632枚(14種)に 付 された固有色名 を
当面の資料 とし,調 査 の実施 に入 る。
表 ・2
各 種 セ ッ ト18種
全 色 数 905枚
分類色名付
固有色名付
色 名 な し









標 準 色 セ ッ ト3種
全 色 数 126枚
分類色名付
固有色名付
色 名 な し















2.出 現 色名 と同 名の 出現 頻度
632枚が ど うい う名 で呼 ばれ てい るか を調べ,そ の一 覧表 を作成。
お一 どい ろ ・お うどい ろ ・おお どい ろ ・
しゅいろ ・朱 色
のよ うな例,さ らにそれ にあた る色枚 数は1名1枚 を残 して整理 した。 金 ・銀
も除 いた。
イ)全 般の概 況
当初 の計上 枚数632は実 質619とな り,そ こに230の色名 が あ らわれ る。各
色名 が何 セ ッ トで使 われてい るか も調 べて みた。 ここで,色 名別の該 当色 が一

























の色 ・名 が あるための頻 度 の増一 が,この場 では一単純 に計数 として処理す る。結
果,表 ・3を 得 た。
表のA群 は出現 頻度大,B群 は頻度 大～中,と 解 せ るだろ う。A群 は有彩 色
名 ・16,無彩色名 ・2で,色 相名並 び に系 統色名 として知 られてい るものが70
%余 を占め,有 彩 の主要10色は揃 ってい る。B群 では,さ らに有彩色名 ・18,
無 彩色名 ・3が 加 わ り,Aよ りも色調 の変化 を うかが わせ る名 が多 くな る。計
39の色名 は表 ・4を 参照 して ほ しい。
1セ ッ トにしかみ られぬ頻度極 小の色名中 に も,な じみ深 い名 がみ えるが,
詳細 は省略 す る。 なお,和 名,外 来名 の比 はおよ そ6:4で あった。
ロ)色 組数 別 ・色名 につ いて
1セ ッ トの色 数 は,色 紙選択 のメ ドの一つ とな る。 そ こには,色 組 にふ さわ
しい色名へ の期 待 も付随 す るわけだか ら,少 ・中 ・多数色組 別で の出現 名特徴
をみ てい く。
●少数色組 の色名
この グルー プでは,の べ74名が出現。表 ・1に み るよ うに,7種 の資料 は基
本的色組 の もの と,中 間色組 の もの を含 んでい る。資料枚 数 は前者 が100余,
後者 は約50であ り,色 名 のあ らわれ かたは二分 され る。即 ち,基 本 的色 組 には
前段 イ)で 述べ たA・B群39名 中の80%が出揃 う(出 現 数の多少 は あ り)。一方
中間色組 での色名 は,少 数色組 として は稀 少の名 が目立 つ。同時 に,そ れ らの
名 は全色 を対象 とした出現頻 度 も小の ものが多い。
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しろピ ンク,セ ピァ,と の こいろ,な ん どねずい ろ,や な ぎい ろ他 。
●中数色組の 色名
少数色組 には な く,こ こに新出 の名 が60ある。新出名の殆 ん どが,こ の グル
ープ内で の頻度小 の名 で ある。
あおたけい ろ,く りい ろ,シ トロ ン,パ フ………
など21名は,全 体中 の頻 度 も極 小で あった。 少数色組 では頻度小 だが,中 数色
組で頻度大 に変 わる名 もあ り,そ れ らは,さ きのA・B群 の もので あ る。
中数色組 の資料数 は1セ ッ ト48～66枚に至 る5種270余 枚 で,出 現名 は,の
べ134。この グループの色組特徴(配 色演 習用)か ら察 して使 用 層は広 い。 自
然,色 名 も前 グループ に比ベバ ラエテ ィーに富む。反 面,命 名の随意性 がみ え
る。
●多数色組 の色名
資料2種190余 枚 に対 し,の べ155名が出現す る。 うち,こ の グルー プのみ
の新 出名 は96に及 ぶ。1セ ッ トの枚数 は100程度。2種 ともに出現 の名 は30。
うち,さ きの グルー プにあった もの は19名。
うめねず,カ ナ リァいろ,コ バ ル トブルー,ス レー トグ レー他 。
概観 して,こ の グル ープでは色紙1,2枚 に対 し1名 とい う具合 で,中 数色組 の
場合 よ り一層命 名の随意性 が 目立つ。
3.出 現色名の 観察
実際色へ のア プローチ もしてみ たので,イ),ロ)2項 につい て報告 す る。
イ)色 名 と色相
出現色 ・名 を色相 によ って分類 し,色 相別分 布状況 をみた。マ ンセル色相 に
拠 り,下 記3類 につ いて おこなった結果 を,図 ・Aで 提示 す る。
○全230名の色相別 占有率(計 上 数:比)










図の○印△ 印 を比見す ると,色 相Yの よ うに,極 小分 の方が全色分 を上回 る
もの と,RPの よ うに全 色分 の方 が上回 るものが ある。 今の見地 では,稀 少 の
名 が小 であ る方 が喜 ば しい。 その点,極 小分 が第2位 で全色分 が低位 のBは,
命名 に流動性 が ある ことを伺 わせ る。反対 にPBは ○☆ とも高位 で,△ は低位
で ある。 このB,PB両 色相 の現 象は,本 稿 をすす め る うえで留意 して お きた
い。全体 をなら して眺 め る と,暖 色系色名 は出現度 は高いの に命名 に安定性 が
ある。
ロ)頻 出名の色調
図 ・Aの よ うにA・B群39名 の色相別
分布 はPB系 名 が第1位 となった。 ひ き
続 いて,39色 ・名の明彩度 の判別 を し,
図 ・B1～3の よ うに位 置づけ た。図 の
数字 と表 ・4のNo,数 字 を一致 させ て,
一81一 図 ・B-1








高 明 度 色
だ い だ い ⑨
'や ま ぶ き い ろ ⑤
は だ い ろ ⑨
き だ い だ い ⑥






ク リ ー ム ⑥
う す き ⑤
き み ど り ⑨
う ら は い ろ ⑤






う す あ お ⑦
み ず い ろ ⑪









中 明 度 色
あ か ⑪
も も い ろ ⑩
オ ー ル ドロー ズ ⑤
し ゅ い ろ ⑥






レ ン ガ い ろ ⑤
お 一 ど い ろ ⑨
み ど り ⑩
あ お み ど り ⑧






あ さ ぎ い ろ ⑦
あ お ⑨
ふ じ む ら さ き ⑤
あ か む ら さ き ⑧





低 明 度 色
あ ず き い ろ ⑤
こ いあ お み ど り ⑤




あ お む ら さ き ⑧
こ ん い ろ ⑦




ぼ た ん い ろ ⑤
く らい は い い ろ ⑥
く ろ ⑪
※No,は 図 ・Bの数字 と一致
⑲は出現頻度数。図 ・B◎は出現頻度⑧ 以上。
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色名 が見 とれ るよ うに した。 なお,明 度
を3分 別 して しる したので,当 該 明度 と
彩度 の程 度 をみて いけば,お よその色 調
が推 定で き,色 名 に託 され た色 イメー ジ




皿.固 有 色名 見 な お しの動 向
さて,色 彩の世界もシステマティックになって,そ の呼び方 さえ規格化 され
ている時代であるが,一 方では固有色名見なおしの動 きがある。
色彩教育の研究団体,色 彩教育研究会では,昭 和50年の前後,色 名関係の件
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で二 つの 目立つ活動 を してい る。一 つ は,色 名研究 の分科 会 をもち,色 名 の調
査 ・研 究 をおこなってい ること。 も う一つ は,51年,文 部省 に色彩 教育 につ い
ての意見具 申を してい る こと。具 申書 中,「II・色彩教育 の 内容」 に主事項 四つ
をあげ,う ち一項 に,「色名 の理 解 と適切 な使 用」 を入 れ てい る。 全四項 は,「ID
・内容の取 り扱 い につ いて」 の中 で,再 度 意見開陳 され てい るが,「色名 の理 解
……」の段 において,基 本色 名,系 統色名 の こと,と 並 び,主 なる固有色 名14
の具体 名 を示 して いる。 さきの色名研究会 は,日 本色 彩研究所 と共同で研 究 を
推進 させ,52年夏,そ の成果 を 「色彩 教育上の色名指針 」 として発表 した。同
時 にその デー タ集 も公 開 した。従 来の色 彩教育 では忘却 されてい たかのよ うな
固有色名 を,知 り,使える教育 を要望 す る姿勢 の一端 が うかが えるのであ る。
私見 では,種 々の色名 分類→系統化 のすす めが混線 して,一 般 レベル には ス
トレー トに浸透 しに くく,却 って従 来の固有色名 の長所 を侵 害 してい る面 もみ
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える。固 有色 名 と分 類色名 の相 互関与 が,わ か りに くい名 を生み だす こ とに な
った り,日 本 調 の わか りや す くて情緒深 い名 がゆがめ られた りす る。
外来名 の 自在 な る使用 も,複 雑 さを助長 して い る。
さて,1章 に記 した調査 は,計 数 と比色 を くりか えす面倒 な仕 事で あった し
色名 の混 線ぶ りを嘆 きも してい るが,固 有色名 おのおの には深 い興趣 があ る。
一面 で典 味,他 の一 面では色 名整理へ の期 待 が絡 ま り合 ううち,主 なる色 系統
の色 名 をも少 し具体的 に観 察す る とい う方 向づ け を得 た。 ここに紹 介 した
色彩 教育研究会 の動 きを見聞 した直後 で もあ り,や は り,教 育 的側面 か らそれ
をお こな うこ とにな る。色名の理解 などは,自 然 に任せ られ る部 分 が多 いが,
初級 度段階 での適切 な示唆 も必要 で あろ う。 コ ミュニケー シ ョン言語 と しての
役割 十分 な色 名 を身 につ ける ことが,色 へ の関心 を増加 させ る もの とも考
えるか ら。以 下,青 系統色名 について述べ る。
皿.青 系 統 の 色 と色 名
1.色 名 と青系統 色
今 日,み ど りとあおは別色 と して とらえ られてい る。 む らさきも同様 。幼児
期 か らその よ うに教 えられ,そ れぞれ に色名 として も定着 してい る。 中間の あ
おみ ど りや あおむ ら さきをも画然 としよ うとす る。 と ころが 日本の文学 ない し
は文化史 にみ る一 あお一 は,そ れ を色 名 としてだ けみ て もか な り抽象 的 で 〈含
む ところの多い〉名 で ある。古来 の 〈染色〉色 名 として,一 青一 はその ものズ
バ リで みつ け に くい。
日本色名 大鑑(上 村 ・山崎氏)で は,計82色 が赤橙,茶,黄,緑,青,紫,
黒鼠系統 の7系 に分 別 されてい るが,単 純 に青 の字 のつ く,即 ち紺 青,群 青 な
どの色名 を求め るな ら5種 。解 説文 中の参考名 を含み10数種 で,そ れ らの半数
以上 は緑 系統 の 中 に包含 され る。一 青一 は,緑,縹 の関連色名 としてあが って
くる。他 の専門 書(三 浦 氏)の 色 の和名 の章 では,赤,橙,黄,緑,青,紫,
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灰 系 と,や は り7系 の青系 の うちに一青一 があ るものの,固 有名 としての一 青
一の解 説は判然 と しない。つ ま りは,〈判然 としない〉 の が ぐっ と古 い 日本 の一
青一 だ ともいわれ る。
今 日で も,み どりもあおむ らさ きも包括 した 「アオい」 とい う表現 は 日常的
な慣 習 と してあ る。今世紀 に入 り,色 彩の体系 づけ には じまった色彩研 究は,
現 代科 学 や産 業 と手 をたず さ えて色 の利用論 か ら表示の規格化 に至 る,多 彩,
活発 な動 きをみせた し,我 が国の色 彩教育 も,お しなべ て,青 はあおい ろで あ
り,ブ ルー とグ リー ンが ちが うよ うに,あ おい うとみ ずい うもまた ちが う色 で
あるこ とを強調す る。色 彩 が組 織化 されてい く中で も,色 名 は色彩体系 の中の
限 られた青色群 をの りこ えて,青 のよび名 を伝 承 してい る。 当然,青 系統 の色
名 は今 日い う緑系統 の色 や紫 系統 の色 も関与 して くる。 そ こに は色 相上 の青範
囲 を,色 名 との対応 で区 切 ってい く問題が ある し,お な じ青系 統で も さらに,
ス カイ,青,紺 の群 別 が されてい る の を理解 して おかねば な らない。
2、 色域 と色名
さ きの色 紙色 名で は,青 系統 は和 ・外来名 あ わせ て30余名 とみていた。少 々
疑惑 もあったの で,改 め て色域 と色名 の関係 を整理 し直す。
イ)青 の色域
まず,今 日のあお いろの概 念 をはっ き.りさせ た。
風土 ・国民性,時 代,個 人別 のあおの知覚 には差 異 があ る。
人工色 の場 合の一素 材や発色性 能が もた らす あおその ものの変容一 もその
知覚 に影響 を与 え る。
とい う事実 を基 盤 に し,そ こか らつ ぎの よ うな あおいろ を求 めたので ある。
⑤ 諸条件 下 に共通 かつ集約 的 なあお
⑤ い かにもあお とい うイメー ジの顕著 な もの と,そ こにもあお を認 める とい
う傍 系的 なあお
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その際,図 ・C1～3を 役立 てたので参 考 として提示 してお く。
図 ・C-1昔 の青 ・現 代の青 図 ・C-2現 代の系統 別分 類
2.5P
lOP6-
と代 表 色 位 置
代 表 色 位 置















そして,結 局 は その図上 に太線 で あらわ した よ うな
「日本人感覚 による現 代の一般 的 な青系統 名」
の範囲 を再認識 した わけで ある。
ハ)色 紙に出現す る青系統名
青系統 とみて いた色紙 の30余名 を図 ・Dで の設 定 に基 づいて再調査 。他 に青
系統周辺部 の ものも改め てみた。結果,資 料色名230の うち,表 ・5の40名を
青系統 の名 として選 別 した。 な お,緑 みの色(な ん どい うとゴブ ランブルー)
紫 みの色(ラ ベ ンダー)は,青 系統名 としての思考 も可 と判断 。設定線の範囲
外 に,青 系統 の一 固有名 の由来一 につなが る名 がい くつ か残 り,そ こに,色 の
連続性 とか 日本 の旧来の 青概 念 の反 映 を伺 った次第 で ある。
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表 ・5
二)異 名 の近似 ・同類色
それに して も,多 数の色 が存 在す る と,近 似 ・同類 の色 を異名 で呼 ぶ。 い ま
色紙 の中での頻度 大～ 中 とな った名,う す あお ・あお ・こんいろの3名 に限 っ
てみてみて も,3名 それぞれ に近似 ・同類の色 の名,5～7種 が あがって くる
し,さ らにそれ らの異名 ない し呼 びか え名 も加 えるな ら,別 に9～10種名 を数
える。表 ・5の うちに例 を拾 ってい って も
うす あおと,み ずい ろ,そ らい ろ,う すみず いろ
あおと,こ いあい いろ,コ バ ル トブルー
こんい うと,ネ イビーブルー,あ いい う
な ど,3～4種 名で呼 び違 えられてい る。 その実 際色(色 紙 の)の 外見 は よ
く似 てお り,色 名 レベ ルでの簡明 な色 わけな ら同一 名で も呼 べ る。 さらに例 ・
うす あおの列 に ある,そ らい ろの近似 ・同類色 ・名,ま た呼 び かえの名 に,ベ
ビー ブル ー,ス カイグ レーが あって,こ の2名 と うす あお とのつ なが りは十分
で ある。 しか し,
::
○こまやか な人間心理 が,お のず か ら,そ らい う とみずい ろのいい わけ を要
求 す る。
○分類 名的 な うすあ おを採 用す るか,愛 用の慣 用名 をとるか。
○和 名 か外来名 か
とい うことになれば,使 用 名選択 の意思は,何 人 とい え ど全 く自由なので ある。
N.教 材 用 品 に み る 青 系 統 色 ・名
一品種別 の調査一
1.少 数 色組 中の青系 統色 ・名
教材 と して の色材料 に色名 表示 があれば,色 と名 の結 合 で印象づ け られ るか
ら,色 名の理解,記 憶 とい う点で は有 用で ある。 そ うい う材料 の青系統色 の色
名表示 が どうなってい るか?ま ず 幼少 ・児童 向 き用 品 〈少数 の色 ・名〉 を主 対
象 として確 かめてみた。 図 ・Eの 色名No,1～13までの名 が出現 したのだが,
それ ぞれの材料 内訳 はつ ぎの よ うで ある。概算 して,青 系統 色 は有彩色 中の20
%内 外 を 占めて お り,そ の実数37が資料 となった。
圏 パ ス16色 組(D社)の2色 ・名 有彩,13色中
圈 水彩 えの ぐ12色 組(D社)の2色 ・名 有彩,10色 中'
C]水彩 えの ぐ18色 組(D社)の4色 ・名(2色 は囹 と同色 ・名)有 彩
16色中
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5 あ い い ろ
6 こ ん い ろ粥::::::::姻
N









10 あ さ ぎ い ろ
11 うすはなだいろ
12 あ か るい あ お
:::;::::::::1:自::l
La 13 ふ じ い ろ
覯 く;:::::::ヒ1 14 は い あ お










SKYB.(表 示 の 対 応 名 を示 す)
図 ・E
-90一
図 ・Eに あ らわれた限 りでは,誰 もが用 いる品 を通 じて,あ お,み ず いろは理
解,記 憶 が徹底す る色 ・名 と思 える し,大 人 の助言 に よって英綴 りの コバ ル ト
ブルー も知 れる。 えの ぐ名 には顔 料特有 の呼 び名 が色名 と して明示 される。 そ
の図 の左 端欄 にあげたの は,II章でふ れた,色 彩教育研 究会 の提 案,色 彩教 育
上 の色名 指針の もので あ る。 ここに参考 として引用す る。
当欄 の分 は指針 中,小 学校,中 ・高学年段 階用 と された全45色(幼 稚園 か ら
小学校低 学年段階用 〈30色〉 を含 む)中 の もので あ る。青系統 にそらいろ,は
(12)
いあおの名 があ るので,色 名欄 中 にそれ を加 えた。
2.色 名 認識の可能性
つ いで,図 ・Eに もとついて,常 用 品 を媒 介 とす る 〈色 名 の理解 や記憶 の可
能性〉 を推量 してみ る。図 ・Gで は,青 系統 以外の もの も示 したが,こ れ らの
5Y
ン




色名 は下 記か ら抽 出 した。
匳]パス,bえ の ぐ,20色以 内の色紙①②③ 。 ここに出現の全30色の位置 づ
け(色 相 と彩度)を したの ち,暖 ・寒 などの群別(色 相主体)で,出 現色外 周
を⊂:⊃ で囲 み表 わ した。文 字は,各 用品 に表示 の対応英名(カ ナ に置 きか え)
も加 えて ある。 暖色群 の色 ・名(13色 ・23名)と比べ,寒 色群 は色 数8で 前者
の61.5%,色名 数11で48%となる。 うち,青 系統6色 につ いては,9名 を認 識
の可 能性 ある名 とみ る。
これは,他 の生活環境 か らの影響 ぬ きでの推 量で あ り,実 際 には幼少 児 ・児
童 が知 る色名 はかな りの数で あろ う。認識 し,記 憶 した として,そ の定 着性 は
如何?と 考 えて み る時,ま た して も 〈一般 的 なよい呼 び名〉 の こと を思 う。 こ
の ことに関 して は,〈色 名 ・知悉度 〉 を調べ た結果 があ るので後 述す る。
3.中 数 色組 中 の青 系統色 ・名
児童 ・生徒 向 き用品 をみたので あるが,少 数色組 で確かめ た用 品は継 続使 用
す るものが あ るので,色 紙 中数色組 を新た な対象 とした。材料 内訳 は次 記5セ
ッ ト内の61色。
⑳48色組 の9色 ・名 有彩,43色 中
Aノ(A社)
⑳65色組 の14色 ・名一 有彩,60色中
⑳50色組 の12色 ・名一 有彩,46色中
匯]色紙B.(B社)⑫
66色組 の15色 ・名 有彩,61色中
Cノ⑳50色組(C社)の11色 ・名 有彩,46色中
ここには,図 ・FのNo.1～13.(-2)と15～32の計29名が出現 した。 これの
A'B℃'と 図 ・EのABCは 同 系列所 の品なの で,そ れ ぞれ に色組数 による
青系統色 の選 び方が比較 で きる。 また,No,1～13の色 名は図 ・Eと 同一 で ある
か ら,中 数 色組 に至 ってあ さぎいろ,ふ じい うが増 となる様子 も解 る。右 端欄






1あ お"・ ∵吊㌧"・躍 κ・':轍`'":"w'盟'㌧κ"
2み ず い ろ …^…"∵
3う す あ お ト"罵螺:糖:"'
4あ お む ら さ き ト甜:'響 … ∵∵… 闘'ザ
5あ い い ろ 團 撒 鹽r
6こ ん い ろ''"鰤 舘 ∵'晶 跏 ㌔
7う す み ず い ろ 鹽　∴
8ぐ ん じ よ う
9セ ル リアンブルー 圈
ioあ さ ぎ 上1ろ ∴'…吊宀… 　…'
11う すはなだいろ 甌
12あ か るい あ お ・蝋'
13ふ じ い ろ"耀 摺描耀 ㌔'∵甜'∴
鵠 綜1_,.ニ ニ :ニ
16ふ じむ ら さき 属灑 壓 璽皿
17ラ ベ ン ダ → 暖躙
18あ おみのはいいろ`帯:
19る りね ず い ろ 驪
20ふ じ な ん ど:〈 ≪:〉:






27つ ゆ く さい ろ 駆 ヨー 姻
28こ い あい い ろ,.ニ ニニ::
29き き ょ うい ろ 匝 ヨa
30は な だ い ろ 鬮
31ス カイ グ レ ー 画
32サ ルビアブルー 甌 ヨ
33シ ア ン ブル ー





4.一 般向 き用品 の青系統色 ・名
多数色 組の色紙 は,高 学齢 者用,専 門の学
習 ・研 究用,ま た一般用 と してその利 用範囲
が広 い。 そ うい う場 で は,ボ スターカ ラーや
油 えの ぐな どの用品 も加 わつて くるので,色
数の多少 にこだ わらず,そ れ らの青系 統名 を






この2セ ッ トでは,出 現 の青系統 名 が有彩
色中の17～18%を占め,図 ・F以 外の新 出名
は9名 。
さびなん ど,し こんいろ,は なごんいろ
コバ ル トブルー,ゴ ブ ランブルー,サ ッ
クスブルー,ス モ ークブルー,ベ ビーブ
ルー,マ リンブ ルー
な どが それで,⑫ は青系統16色中7名 が外来
名 にな ってい る。
つ ぎのは,い わゆ る描 画 ・塗色材料 ばか り
であ る。
(13)
口水 彩 えの ぐ18色 組(F社)の3色 ・名
〈REF>有 彩,16色中
一93一
巨]ポ ス ター カラー12色 組(G社)の2色 ・名 有彩,10色 中
圜 くス クールセ ッ ト>18色 組(G社)の4色 ・名 有彩,16色 中
田 油 えの ぐ
12色組(H社)の1色 ・名 一 有彩,10色 中/E°C¥
¥Z/
區]コンテ12色 組(H社)の2色 ・名 有彩,9色 中
國 ス ク リー ン
(1社)の5色 ・名
印刷 用 イ ンク
(用途:紙 ・ビニール他)
国 ～国 の描画材 料 は一般 的色 数 のセ ッ ト。色名 は顔料名 が示 され る。 この4品
に共通 の名,コ バ ル トブルー は,水 彩,油 えの ぐでは 〈チ ン ト〉 であ る。他 に
青色顔料 と して周知 のセル リア ンブルー,プ ル シァ ンブルー,コ ンポーズ ブル
ーの計4名 が出現す るが,ウ ル トラマ リ ンブルーの名は ない。
C]でコバ ル トブルー 〈チ ン ト〉 とプル シア ンブ ルー,国 でコ ンポーズブルーと
セ ル リァ ≧ブルー の,な ま の 色 の 外 見 が相似 してい るか ら,こ れを他 用品 の
色名 に転 じる と,同 類色異名 とい うことになって しま う。圓 は プルシア ンブル
ー(#1・ にぶ くて はなだ色程 度)と ブ ルー グ レーが ある ものの,ス テ ィ ック
には,105,088のよ うに番号 表示。
區]には浅葱,並 浅 葱,青,ミ ロ リーブ ルー青,群 青の5名 。 商品名称,並 浅
葱 の外見 は,慣 用名 のセ ル リア ンブルー,ミ ロ リーブルー青 はア イ色 に相 当す
る。
V.色 名 へ の 接 触 及 び そ の 定 着 性
色 名へ の接触 は,生 活上の 日常事で あ るのだ が,本 稿 の趣 旨に従 って この稿
も教 材用品 を通 じての問題 とす る。 さ らに前章 で も焦 点 と した,義 務教育 学齢
期 の範囲 で思 考 してい くもの であ る。
.,
1.色 名 との接触
この項 イ)は,色 紙色 名 を主例 とす る。1人 が1セ ッ ト使用 の際は,25色組
なら,そ の数だ けの名 に出 会 うことにな る。 ここでは,同 一取扱所 の品種 を少
数色 組 ～中数色組へ と,順 次継続 使用す るとい う設定 で述 べ る もので あ り,義
務教育学齢期 の使用 が予 想 され る色組 の もの を対応 させ た。 ロ)は,既 出の調
査 結果 を手 がか りとした もの で ある。
イ)接 触 の度合 いについ て
は じめ に,色 組別 の有彩全色 の加増状況 を調 べ る。図 ・H1・2が それで,
固有色名付 きでかつ少数色組 か ら多数色組 まで そろ う2社 分,前掲 の11113141
と21223242を用 いた もので あ る。 うち⑪ ～⑳,⑫ ～⑫ を小学校低 学年 か ら中










図の縦軸1は,両 社 が幼 少向 きとす る① ② それぞれの有彩 色名数 を当 て,そ
れ には じまる倍 数 として示 してあ る。青系統 名 も同 じ扱 いで併記 したので,全
色 に対す る青系統 の あらわれ方 も把 握 で きる。
さて,⑪ ～⑳ を順 次継 続使用 とい う設定 でみ るな ら,⑳ に至 って⑪ の約3倍
の有彩色 が あらわれ る。単純視 す れば,8～9年 の経過 で色 名 との出会 い もそ
れ程増幅 す るこ とになる。 が,実 際 には⑪ ⑳ に累積 出現 して い る名 が あ るし,
さ らに,⑳ でみ る名の23%(14名)は ⑪ ～⑳ にわたって出現す る。⑳ の 有彩60
色 中の62%(37名)が ここでの新出名 となるわけだ。継 続使用 な らば,累 積 名
14の定着 性 は新 出名 よ り大,⑳ ⑳ に出現の15%(9名)は それ につ ぐと思 われ
る。 そして図 に あらわれた色 名数約3倍 とい うことの実質 は,2.4倍 位 に減 じ
る。 青系統 の,2倍 は実 質1.3倍位 となる。⑫ ～⑫ を継続使用 の場 合 も,数 値
こそ違 え同類 の状 況。
以 上,数 をか りて述べ たが,こ こでの本意 は別の ところにあ る。色名 との 出
会 い度の増幅 とい う中に一 同色 ・名への くり返 し接触 のメ リッ トー を包含 して
考 えた いわけで ある。
こ うして色 名認識 の観 点 か ら話 をすす めてい るものの,色 紙本来 の効 用 か ら
みれ ば,色 名へ の留 意の期 待 は微 々たる もので ある。使用側 の姿勢 も色 その も
の とだけの接触 で満足 し,色 名 は一べつ通 過の運命 をた どる。 中学校 の段 階で
少 な くとも前述 の14名,な い しは そこに9名 が加 わって,そ れ らが実際色 との
結合 で認識 され るな ら色や色 名へ の関 心は深 まるだろ うに と思 う。 それ を
堅固 なステ ップ として こそ新 出の色 ・名へ の開眼 もで きよ う。 図 ・H3は 色 彩
教育研究 会提案 の色 名指針 を前者 と同 じ く扱 ってみた もの であ る。図の横 軸⑳
は,
⑩幼稚 園～小 学校低学年段 階用 の有彩25色名
⑳小 学校 中学 年～高学年段 階用 の有彩40色名
⑳ 中学校段階 用の有彩50色名
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にあた る。 これの場 合のみ⑳⑳ は⑩ には じまる倍 数 と した。 結果 は,⑳ の有彩
色名 は⑩ の2倍,青 系統名 は2.4倍 とな るが,重 複 名 を除 けば,2→1.04倍,
2.4→1.4倍とい う実質値 にな る。色名指針 の名 は,さ きの色 紙色名 とは別途 の
ものなの だが,こ の図 を分 析 してみ るとつ ぎの3点 が顕著 で ある。
○⑩ ～⑳ へ の重複 名 は⑳ の色名 中の48%を占め る。 〈⑳ の場 合 の21%に比 し
ぐっ と高率〉
○全色 の加増 率 と青系統 名の加増率 は接近 してい る。(⑳では同率)〈⑪ ～⑳,
⑫ ～⑫ にはば らつ きが ある〉
○重複名48%を含 む2倍 とい う加 増は,義 務教育 学齢 に過 度 な数 では ない。
ロ)接 触度 数大の青系 統名
IV章・1の 調 査 を した結 果,あ お,み ず いろは認 識の徹底 す る色 ・名一 とみ
た。
本項前段 では,く りか え し出現 す る色名 を,記 憶 の定着 とい う面 で メリ ッ ト
あ るもの と主張 した。 いずれ も,色 ・名融合 での接触 の 在 りよ うか らそ う判断
した わけだが,既 述の種 々調査 にあ らわれた青系統 名 か らその よ うな条件を 備
えた もの を抽出 ・整理 し,表 ・6で 一覧 で きるよ うに した。 これは次 記4類 を
対 象 と した もので ある。
○図 ・E,Fか ら⑪ ～⑳,⑫ ～⑫ 両者 それぞれの累積 出現名8を 抽 出。
○図 ・E,Fと 図 ・H3か ら色 名指針⑩ ～⑳ の累積 出現名5を 抽 出。
○図 ・Gか ら,『初級時 に認識 の可能性 あ る青系統 の和 名6を 抽 出。
O表 ・5か ら色 紙全色 中での 出現頻 度の如何 。
11名それ ぞれは,色 相環上 の青系統 名範囲 にム ラな くば らまかれ る(色 相 ・彩
度)。所属 明度 も高,中,低 にわた るか ら基礎 的 な青系統 色 ・名 を選 別す る参 考




あ い い ろ
あ お
あ お む ら さ き
あ さ ぎ い ろ
う す あ お
うすはなだいろ
うす み ず い ろ
こ ん い ろ
そ ら い ろ
み ず い ろ












































































図 ・1の よ うな調査結 果 を導入 す るが,こ れは女子 短大生100名 を対象 とす
る 「緑系 ・青系 の色名知 悉度」 の調査 回答の うちの,あ おの部分 で ある。 高学
齢 者 の認識状 況 をみて,色 名 の定 着性及 び コ トバ としての色名 の適 否 を考 える
一助 に したい と調べた もので,実 施 の概 況 は下記 の とお りであ る。
9以上(提 示名 の50%以上)を 知 ってい る人数97名
〈提示>12以 上,(提示名 の67%以上)を 知 ってい る人数75名
青系統 名 ① この色 名(ひ らが な表示及 び カナ表示一主 と して前者
18設 問Aの よみか え外 来名)を 知 って いるか?
② その名 の実際色 がす ぐに,明 瞭 に想起 で きるか?
.;




あ い い ろ
こ ん い ろ
ぐ ん じ ょ つ
み ず い ろ
ス カイ フル ー
コバル トフルー
そ ら い ろ
ネイ ヒー フル ー
うすみずいろ
う す あ お
う す あ い
る り い ろ
プルシアンブルー
ウル トラマリン
は い あ お
あ さぎい ろ






間の①② ③④すべ て に迷 いのない イエ スがあ るの を完全知 悉 と仮称,図 ・1
で は,た ん に知識 としての(知 名)と(完 全知 悉)の 関連 を示 した。 あおだ け
が,両 者 と も100%である。
これでみ ると,あ さぎい ろの知名度 は案外低 く,完 全知 悉 は知名 の うち7.1
%で,そ の数値 は ぐっと小。 あお よ りコバ ル トブ ルー が劣 り,あ いいろ,こ ん
いうに比べ てプル シァ ンブルー,ネ イ ビーブルーの完全知悉度 は かな り下 回 る。
ここでは想起す る色 ・その実際色 をっ き合 わせてい ないか ら,例 えば ぐん じょ
うとウル トラマ リン,相 異 な る色 を想起 してい るかも しれない。
..
ところで,前 項 の表 ・6は 望 ま しい接触 が想定 され るものの 中か ら抽 出 した
11名であ った。 うすは なだいろの よ うに児童 ・生徒 向 きで はない色 名 も入 って
い るが,基 礎 的 な青系統名 と指摘 で きる程 の名 が7～8名 はあろ う。 そ して表
・6の 名 と,こ の図 ・1を 照合 して み ると,11名中,定 着 してい く可能性 の大
きい ものが諒察 で きる。即 ち,18～19歳の年齢 で知名 度 がご く高 く,完 全知 悉
度 も90%を超 える名 は,も っ と早 い時期 から色 ・名一 致の認識 をして い ると察
せ られ る。反対 に,こ の年齢 で知名度,完 全知悉度 ともに低位 の もの は色 名へ
の留意 や啓蒙 が伴 わね ば定着性 は小 と思 われ る。
ま と め
冒頭 にあげた色紙 名 の調査 の よ うに,630余色 の固有名 とな ると,同 類色 異名
が 目立つ。 多数 色組 になるほ ど色名 の選定 に無理 が伴 うよ うだ。 それに接 す る
以前 に,基 礎 的 な色 ・名 を しっか り掌握 しておかぬ と,名 にふ り回 され るこ と
にな りかね ない。 そ うい う実感 が青系統 色 ・名 の調査 に反 映 したの か,色 名 の
整理 の問題 とか義務教育段 階での色 ・名 との接触 ぶ りを追 う羽 目になった。 そ
の 学齢 期 は知識 の吸収 がよい し,色 名一つ に して も 「よい名」 を知 れば,そ れ
は望 ま しい教 養 となってい くと考 える。 ◆今 日の コ トバ として通用 し,一 般 レ
ベ ルでの定着性 も大 の名 ◆おぼ えやす く,実 際色 が想起 しやす い名 ◆分類的 な
名,慣 用 してい る名 の混 交は あって も,解 りやす い固 有名 と して受 け とめ られ
る名 を 「今 日的 な,よ い名」 だ とも考 え る。 その点,青 系の色で は 「こん」 が
す ぐれ てい る。 中国渡 来の名 だ とい うし,我 が国 での愛用歴 は古 い にもかか わ
らず,今 日なお生彩 を失 わぬ。語感,そ の他,ネ イ ビー ブルーな ど足 許 に も寄
れぬ と感 じて いる。 今 日の青系色 名 には常用語 と して外 来名 が多々入 ってい る。
(1励一 方で は古代 名 のあ とを引 く名 が満 ちてい る。最近入 手 した専門書(福 田氏)
に もそのこ とが触 れて あって,現 今の 日本 の色名 は,昔 製 と最近製 は あ るもの
の,命 名期 と しての 中間が欠如。他 方,西 欧の色名 では19～20世紀製 が多い一
一100一
と語 る。 日本の 青の固有名 な ど,ま さに前者 の縮図 とい えよ う。 さらに同 書で
は,青 の名 に関 し,青 は実体 が稀 薄で あ るし,外 国 の ブルーは一層 その傾 向が
強 い ともい う。厄介 な色 を相 手 にした ものだ と,今 思 い,今 日的な整理 がで き
て いない ところ を一 人歩 きした よ うにも感 じる。 が,こ れか ら色名 を知 ろ うと
す る人 には,「よい名 」 を選別 して伝 えたい とい う気 持 ちは変 わらない し,
色名認識 を啓蒙 す る教育 も必要 と思 うの であ る。他 の教 材品 に比べて色数 の揃
えやす い色 紙 な どは,そ うい う際の好材料 にな るはずで ある。色紙 は色名帳 で
はない とい われそ うで あ るが,基 本的色組 の よ うに,幼 少児 ・児童 ～生徒 にま
で使用 され る品種 には,こ とに 「よい名」 の案内役 を期 待す るもので あ る。中
数色組 以上の ものは,色 紙 としての必要色 ・数 と色名 と しての必要名 ・数 を同
列 では考 えぬ方 が よいか もしれ ない。 それが色名整理 の一方途 ともなる。 なお
この調査 は,多 品種 の多数名 と接 し,集 約 的 な もの を求 める とい う方法 をとっ
たか ら,み る角度 は変 わって も多出名 が表面 に出 ることになった。 よ く検討 す
れば,稀 少名 よ り多出名 が 「よい名」 だ とい う断定 は し難 い。 しか し,多 出名
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(7)良好 な条 件 下 で視 感 観 測 。
(8)上村 六郎 ・山 崎勝 弘 共 著:S.25年 ・甲文 社 。S.51年 ・染 織 と生 活社 。 三浦 寛 三 著:
色 彩 学概 論増 補 版 ・創 文 社 。
(9}ISCC-NBS色名 分 類 表,日 本 色 彩 研究 所 編:調 査 用 カ ラー コ ー ド,カ ラー レ ンジ ・マ ニ
ュアル100他 を参 考 と した。
(1①⑪ の場 合 は36.8%
(11)これ の色 名 は16色サ ンプ ル帳 に よ る。
(切 指 針 で は,ふ じい ろ ・あ おむ ら さ きは 青紫 系 名 と して い る。筆 者 がこ こ に調査 資 料 と し
た色 紙 で は,両 名 の色 が青 系 統 名 に所 属 す ると判 断 した た め,指 針 の 両名 も,本 稿 中 で は
その扱 い とす る。
(13)この えの ぐは 日本 製 だ が,色 名表 示 は英綴 りの み 。国 セ ッ トで は ブル ー コ ンポ ー ズ と表
示。
(1の金 ・銀 は有 彩 色 名 よ り除 外 した。
⑱ 福 田邦 夫著:赤 橙 黄緑 青 藍 紫 ・青娥 書 房 。
◆ 主 要 参 考 資 料(注 で 既 出 の 他)
●JIS標準 色票,JISZ8721準拠 第7版(日 本 規 格協 会JIS色票 委 員会 監 修)
■CHM1948年 第3版(ContainerCorporationofAmerica)
●HUECIRCLEIOO1978年(日本 色 彩 研 究所 発 行)
●学 校 用標 準色 票1963年(色 彩 教 育研 究 会 監修)
●市販 の教 材 品各 種 。
●色 名事(辞)典 ・色 名 帳(日 本 色 彩 研究 所,山 田夏 子,川 原英介,太 田 昭 雄,日 本 色 彩 株
式 会社,W.C.Granvill他)
●色 彩 専 門書 ・図 工美 術 教 育専 門書 。
■筆 者作 製 色 彩 資 料。
1981年8月31日
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